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研究成果の概要（和文）：本研究は欧州、米国、豪州などの 11 カ国に居住している日本語バイ

リンガルの子どもたちの複数言語能力意識について調査をすると同時に、子どもの家族、子ど

もに関わる教員等から子どもたちの言語使用、言語学習について面接調査を行った。その結果、

複数言語能力意識が子どもたちの言語学習とアイデンティティ形成に大きな影響を与えている

ことが明らかになった。また、その成果を論文、書籍にまとめ公表した。

研究成果の概要（英文）：Researches on consciousness of plurilingal competence of Japanese
adolescents growing up overseas were conducted in eleven countries in Europe, the United
States of America and Australia. Through interviews to parents and their children as well
as teachers, influential factors on plurilingual language use and language learning were
analyzed. As a result, their consciousness of plurilingal competence of Japanese and other
languages was to be found important factor on their identity development and language
pedagogy based on this factor was suggested.
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１．研究開始当初の背景
（１）近年日本国外で成長する日本人の子ど
もや国際結婚家庭の子どもが増加しており、
その子どもたちへの言語教育、特に日本語教
育が喫緊の課題となっている。

（２）日本国外の日本語補習授業校、日本語
教室等では、日本の文部科学省検定の教科書
（特に国語の教科書）が子どもの日本語能力

の実態にあわず、子どもたちは学習困難に直
面している一方、教師も指導上の困難を感じ
ており、日本語を教える方法が検討課題とな
っている。

２．研究の目的
（１）本研究は、日本国外で幼少期より複数
言語環境で成長した子どものうち、日本語バ
イリンガルの子どもたちの複数言語能力お
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よび複数言語能力意識を把握することを第
一の目的とした。

（２）そのような日本国外で成長する子ども
たちの実情を把握すると同時に、それらの子
どもたちに対する日本語教育の方法を検討
することを第二の目的とした。

３．研究の方法
（１）日本国外で日本語を学ぶ子どもたちの
学校や教室を訪問し、子どもたちの教育現場
の実態を調査した。

（２）同時に、それらの学校等で学ぶ子ども
たちおよび家族、教員への面接調査を行った。

（３）さらに、日本語教育の方法についてそ
れぞれの国、地域の日本人、日系人を含む関
係者から聞き取り調査を行い、この課題につ
いて協議を行った。

４．研究成果

（１）日本国外で日本語を学ぶ子どもたちの

現状

子どもたちが置かれている状況は、家庭で

日本語、学校で地域語という 2 言語環境だけ

ではなく、国際結婚している家族の子どもの

場合は、父母で使用言語が違い、かつ学校で

の学習言語がそれ以外の言語という 3言語以

上の環境で成長するケースもあるなど、家庭

や地域によっては多様な複数言語環境に子

どもたちが置かれている。このような状態は

日本国内でも見られる状況であるが、注目さ

れるのは、複数言語環境で成長する子どもた

ちが複数言語環境で生活し、日本語を学習す

ることを肯定的にとらえているケースがあ

る反面、複数言語使用を負担に感じ、日本語

学習も進まないケースもあることであった。

後者の場合は、日本語を使用した教科学習や

自己実現も進まず、どの言語による学力もつ

いていないケース、そして、そのことを自覚

し、不安を感じる子どももいることが調査の

結果、明らかになった。

（２）日本語学習環境

日本国外の日本人学校や日本語補習授業

校（補習校）などでは、日本に帰国する子ど

もを対象に、日本の学校カリキュラムと同じ

教育をこれまで実施してきた。しかし、21

世紀に入り、日本に帰国する予定のない、現

地定住の子どもたちが増えてきた。そのため、

補習校、日本語教室等では、文部科学省検定

の日本の教科書を理解するだけの日本語力

が育っていない子どもたちが増加し、それら

の子どもたちへ教員たちがどのように日本

語を指導するか、教科内容を教えるかに苦慮

する現状が世界各地にあることが、今回の調

査で明らかになった。つまり、これらの日本

国外で日本語を学ぶ子どもたちの日本語学

習がグローバル・イシューであることが改め

て判明した。

（３）親の考え方

したがって、そのような現状であるからこ

そ、日本に帰国予定のない、現地定住の子ど

もたちに親たちがどのような思いで日本語

を教えようとしているかを知ることは、今回

の調査でもっとも重要なテーマであった。

これらの子どもの日本語学習を含む複数

言語学習、そして複数言語環境での子育てと

いう意味では、親の教育観、日本語教育観、

人生観なども子どもに影響していると考え

られる。特に注目されるのは、日本国外で日

本語学校や日本語教室を運営する日本人の

父母たちの考え方である。これらの親は、日

本語を子どもたちに日本語を教えることを

「親の言語を子どもに継承」することをめざ

している。

その親たちに「なぜ、日本語を教えたいと

思うのか」という質問に対して、「日本に一

時帰国したときに祖父母と日本語で会話が

できるために」というほかに、「子どもと日

本語を話したい」「子どもを叱るとき、日本



語で叱りたい」「自分の好きな日本文学につ

いて、日本語で議論したい」という答えが返

ってきた。そのため、「日本語を話せること

は、よいことだ」「日本語を学ぶと将来の可

能性が広がる」という考えがあり、その裏に

は、「日本語を話せなくなることはマイナス、

あるいは失敗」という考え方があるように見

えた。これらの親に対するインタビュー調査

から見えることは、親の考え方の前提に、「日

本人の親が子どもに日本語を教えることは

当然」いうビリーフがあり、そのことに基づ

いて行われる日本語教育を「継承語教育」あ

るいは「継承日本語教育」とする見方がある

と考えられる。したがって、ここに、日本国

外の複数言語環境で成長する子どもたちに

日本語を教えるのは当然であるという言説

が生まれてくる。さらに重要なのは、親や指

導者が考える、日本国外で育成される日本語

能力は、常に日本で成長する同年代の日本人

の子どもたちの日本語能力を参照点に考え

られるということである。特に日本の学校制

度の中にいる児童生徒の国語能力に照らし

て、日本国外にいる子どもたちの日本語能力

を評価する見方や言説が再生産されている。

この点も、今回の調査で判明した点である。

（４）何のための「継承語教育」なのか

これらの結果から考えると、日本にいる同

年代、あるいは同学年の日本人の子どもたち

の「国語能力」を判定基準にした日本語能力

観によって、これらの子どもたちを対象にし

た「継承語教育」を実施することに疑義が生

まれてくる。つまり、日本国外にいる日本語

を学ぶ子どもたちを対象にした日本語教育

において、どのような日本語能力を育成する

ことをめざすのか、そもそも、何をめざして、

日本国外にいる子どもたちに日本語を教え

るのかという問いが生まれてくる。

これまで日本国外にいる日本人あるいは

日系人の親の中では、自分たちの子どもに日

本語を教えるのは当然で、バイリンガルにな

ることはよいことだというビリーフがあり、

日本語学習を継続することや日本にいる同

年代の子どもと同じような日本語能力を獲

得するという、いわゆる「均衡バイリンガル」

になることが成功例として語られてきたこ

とが関係者へのインタビューから窺えた。し

かし、そのような日本語の継承語教育を支え

るビリーフやマスターナラティブの結果、日

本語学習を継続できない子どもたちや「均衡

バイリンガル」になれなかった子どもは、失

敗例としてみなされる傾向があり、そのよう

な負い目を背負って日本語学習を中断した

り、大人になっても日本語が不十分という自

己認識や不安感に悩まされるケースもある

ことを関係者から聞いた。

実際、幼少期より日本語を継続的に学習す

る子どもの数より、途中で日本語学習を放棄

したり、その結果、日本語を使用しない人に

なる数の方が多いのではないかと推測され

る。子どもたちのそのような現状を考えると、

これまで日本語の継承語教育を支えるビリ

ーフやマスターナラティブを捉え直すこと

も必要になるだろう。そのときに焦点化され

るのは、

何のための「継承語教育」なのかということ

である。

（５）日本語教育から複数言語教育へ

日本国外にいる日本語を学ぶ子どもたち

を対象にした日本語教育は、親の言語を自動

的に、あるいは必然的に子どもに学習させる

という「継承語教育」から脱却することが必

要である。なぜなら、複数言語環境で成長す

る子どもにとって、日本語は子どもが接触す

る言語群のうちのひとつにすぎない。その一



つの日本語だけを見て、子どもの言語的な成

長を、そして人間育成を考えることは偏った

見方から子どもを捉えることになるだろう。

むしろ、子どもが接触し、学習している複数

言語の世界をまるごととらえ、その世界に複

数言語のひとつの言語である日本語をどの

ように位置づけ、その複数言語に子どもがど

のように向き合い、生きていくのかという言

語教育実践に変換すべきなのではないか。そ

のための着眼点は、「日本語教育から複数言

語教育へ」である。このような意味の複言語

主義の教育を創発することが今後の課題で

あろう。

（６）「グローバルバンドスケールの構想」

と「ユニット教材の開発」

本研究では、そのための方法論として、「グ

ローバルバンドスケールの構想」と「ユニッ

ト教材の開発」をテーマに研究を進めた。

「グローバルバンドスケールの構想」は、

川上が開発した「ＪＳＬバンドスケール」を

モデルにした日本語能力を把握するものさ

しである。「ＪＳＬバンドスケール」が日本

語環境における第二言語習得過程の把握を

ねらいとしているのに対して、「グローバル

バンドスケールの構想」は、非日本語環境で

ある日本国外の環境における子どもたちの

日本語能力を把握するための枠組みである。

小学校低学年、小学校中高学年、ハイスクー

ルの３つの年齢集団に分けて構想し、その枠

組みを作成すると同時に、その詳細の例を収

集した。

さらに、グローバルバンドスケールによっ

て把握された日本語能力に応じた言語活動

の実践案を開発した。それは、複数回の授業

時間をユニットとしてまとめ、その中で、活

動をベースにした授業を展開するような実

践案である。ユニットを複数組み合わせてモ

ジュール形式で発展させることもできる。子

どもたちはグループやクラスでそれらの活

動を行い、活動の中で日本語を使用する。例

としては、「森林破壊」「地震が起きたら」「ス

ーパーサイズ・ミーから考えるファーストフ

ード文化」「色のイメージ：ディズニー映画

から」「自分にとって大切なものは何か」な

ど、例を提示し考えることから、子どもたち

同士で話し合う、調べて発表するなど、多様

な実践例を開発した。今後は、これらを実際

に使用した実践を行い、検証することが課題

である。

（７）以上の研究成果をどう捉え、どう公

表したか。

本研究から、幼少期より複数言語に接触し
つつ、成長した経験は若年層の若者たちの言
語能力意識に影響を与えるだけではなく、彼
らのアイデンティティ形成にも強く影響し
ていることが確認された。

その研究成果は、2012 年 3 月 3 日、4日に
早稲田大学で開催された国際研究集会「移動
する子どもたち」のことばとアイデンティテ
ィ―時間と空間、そして自己形成―」におい
ても発表され、本研究テーマを深めるととも
に、国内外の実践者との研究交流を行った。
現在、その成果の一部は、ジャーナル「移動
する子どもたち」3 号に研究論文として掲載
し、公開を行うとともに、これまでの研究成
果をまとめ、2013 年に書籍にまとめ刊行した。
川上郁雄編『「移動する子ども」という記憶
と力―ことばとアイデンティティ』（くろし
お出版）。

本研究テーマは、国内外で「移動する子ど
も」が自らの複数言語能力にどのように向き
合い、主体的な生き方とアイデンティティを
どのように構築していくかということに、こ
とばの教育が果たす役割とあり方を考える
ことにある。その意味で、本研究の成果は、
「移動する子ども」に関わる親や関係者、そ
して成長する子どもたち自身にとっても大
きな知見を与える貢献ができると期待され
る。
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